
深層学習を用いた
視覚障がい者の歩行支援

大阪経済大学 情報社会学部 井上晴可ゼミナール

点字ブロック歩き隊

中筋友真、 建部芳仁、 石山陽葵、

小田圭悟、 松雪皓太、 中塚智視

SDGｓ探求AWARDS２０２３



視覚障がい者数の等級別割合

背景

はじめに
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31万⼈のうち1級と2級が全体の
70％以上を占める

出典 厚⽣労働省︓平成28年⽣活のしづらさなどに関する調査(全国在宅障害児・⾞等実態調査)結果，＜https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/seikatsu_chousa_c_h28.pdf ＞，
      (入手 2024.3.20)．



背景

はじめに
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階級 障害者認定基準

1級 良い⽅の⽬の視⼒が0.01以下のもの

2級
・良い⽅の⽬の視⼒が0.02以上0.03以下
・良い⽅の⽬の視⼒が0.04かつ他⽅の⽬の
視⼒が⼿動弁以下のもの

遠くのものが認識しずらい

※視⼒は、万国式試視⼒表によって測ったものをいい、屈折異常のある者については、矯正視⼒について測ったものをいう

出典 メガネスーパー︓ロービジョン・弱視の⽅・家族の⽅へ，＜https://www.meganesuper.co.jp/lowvision/family/＞，(⼊⼿ 2024.3.20)．
出典 岡⼭県庁︓視覚障害者認定基準の⼿引き，＜https://www.city.okayama.jp/kurashi/cmsfiles/contents/0000004/4725/000334093.pdf＞，(⼊⼿ 2024.3.20)．



背景

視覚障がい者を対象とした調査
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⼀⼈での外出時に使⽤する器具は︖

⽩杖の利⽤が82%と最も多い

出典 安部信⾏，橋本典久︓視覚障害者の歩⾏整備のための歩⾏事故全国調査，⼋⼾⼯業⼤学紀要 ，⼋⼾⼯業⼤学，Vol.24，pp.81-92，2005．



背景

視覚障がい者を対象とした調査
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視覚障がい者の歩⾏上の事故は衝突がおよそ半数

室外での歩⾏時の事故は︖

出典 安部信⾏，橋本典久︓視覚障害者の歩⾏整備のための歩⾏事故全国調査，⼋⼾⼯業⼤学紀要 ，⼋⼾⼯業⼤学，Vol.24，pp.81-92，2005．



背景

視覚障がい者を対象とした調査
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外出時に歩道上の安全対策は何が必要か︖

点字ブロック上に障害物を置かないが
32％と最も多い

出典 社会福祉法⼈ ⽇本視覚障害者団体連合︓視覚障害者の外出時の安全を総合的に保障するシステムを確⽴するための研究事業，＜http://nichimou.org/wp-content/uploads/2014/02/
9aff1483649e8747de10bfbd5c8bca55.pdf＞，(入手 2024.3.20)．



既存対策と課題
・⼀般的な盲⼈⽤⽩杖の費⽤︓約 8,000円
・スマート電⼦⽩杖の費⽤ ︓約 30,000円
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電⼦⽩杖は⼀般的な⽩杖に⽐べて費⽤がかかる
出典 国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構︓低コストで軽量な視覚障害者⽤の「スマート電⼦⽩杖」の製品化に成功，＜https://www.jst.go.jp/pr/announce/20110530-2/index.html＞，

(⼊⼿ 2024 3.20)．
出典 快適空間スクリオ︓⽩杖，＜https://www.scrio.co.jp/fs/kaigo/GoodsSearchList.html?_e_k=%82%60&keyword=%94%92%8F%F1＞，（⼊⼿ 2024.3.20)．

⽩杖折り畳み⽩杖 電⼦⽩杖



既存対策と課題
・歩⾏補助ロボット︓点字ブロックの追従と障害物の回避
・歩⾏⽀援アプリ ︓画像認識による障害物の検出
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出典 ⼩池⼀成，森脇克⺒，⽥中勝之，⽚⼭雄貴，佐藤正紀︓視覚障害者のための歩⾏補助ロボットの画像情報を⽤いた制御法について―複眼視画像を⽤いた点字誘導ブロックの追従と障害物

回避ー，⾃動制御連合講演会講演論⽂集，計測⾃動制御学会，Vol.51，pp.944-947，2008.
出典 コンピュータサイエンス研究所︓視覚障がい者⽀援アプリ，＜https://eyenavi.jp/＞，(⼊⼿ 2024.3.20)．

歩⾏補助ロボット 歩⾏⽀援アプリ

安全な状況でも警告がでて、
安全・危険の判断ができない



既存対策と課題

啓発ポスター
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点字ブロック上の注意書き 警備員の巡回

事故の⼤幅な減少に繋がっていない
出典 号外NET ⾦沢市︓【⾦沢市】もしかしたらふさいでいるかも。点字ブロックの存在に気づいてください。，＜https://kanazawa.goguynet.jp/2021/01/30/kanazawaeki-tenji/＞，

(⼊⼿ 2024.3.20)．
出典 芦屋市︓平成20年度下半期各事業者等の取り組み報告，＜https://www.city.ashiya.lg.jp/toshikeikaku/barrierfree/barrierfree_h20shimokihoukoku.html＞，(⼊⼿ 2024.3.20)．



提案概要

⽬的︓視覚障がい者が点字ブロック上を歩⾏する際に障害物と
の衝突による事故を未然に防⽌すること

提案︓スマートフォンで撮影した動画像から深層学習を⽤いて、
点字ブロックおよび障害物の領域を検出し、歩⾏時の事故
につながる危険を通知

前⽅の撮影 安全性の判定 ⾳声の通知
安全の場合 危険の場合

本提案従来の対策
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提案手法

前方の撮影
スマートフォンを⾸にかけて前⽅を撮影

前⽅の撮影
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提案手法

領域の検出

12出典 国際交通安全学会︓視覚障害者の歩⾏者としての交通安全ニーズに関する調査研究，＜https://www.iatss.or.jp/common/pdf/research/h046.pdf＞，(⼊⼿ 2024.3.20)．

点字ブロックの上に置かれている
障害物の上位に着⽬する

YOLACT（You Only Look At CoefficienTs）を⽤いて、動画像
から点字ブロックおよび障害物の領域を検出

点字ブロック上の
障害物に関する調査結果

領域の検出例
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YOLACTによって検出できない領域を検出するために、独⾃で
学習モデルを⽣成

点字ブロック 障害物 独⾃で学習モデルを⽣成

提案手法

領域の検出

bicycle

car luggage

motorcycle



提案手法

安全性の判定
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検出された点字ブロックおよび障害物の位置関係から安全性を
判定
・安全︓点字ブロックのみが検出された場合
・危険︓点字ブロック上に障害物が検出された場合

安全の場合 危険の場合
安全性の判定



提案手法

危険時の警告

障害物が検出された際に通知することで、
事前に把握することができ、事故を軽減

「危険」と判定された場合は、利⽤者のスマートフォンに「前⽅
に障害物があります」と⾳声で通知

⾳声の判定
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アプリケーションの画面イメージ
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実証実験

・⽬的︓YOLACTを⽤いて点字ブロックおよび障害物を検出して 安全性を判定でき
るかを確認

・内容︓
  - YOLACTの実装環境を構築し、点字ブロックや各障害物を約1,000枚収集し

て独⾃モデルを⽣成
- タオルで⽬を隠して傘を⽩杖の代⽤とした被験者がスマートフォンで前⽅を
撮影した動画像に独⾃モデルを適⽤

・結果︓独⾃の学習モデルを⽤いると点字ブロックおよび障害物の領域を概ね検出で
き、安全性の判定が可能
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得られる効果
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障害物の位置を事前に把握することで、
事故の軽減に期待できる

安全・危険を判定することで、
安⼼して歩⾏できる



得られる効果

SDGsとの関連
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SDGs「平和と公正をすべての⼈に」
の実現に貢献

SDGs「すべての⼈に健康と福祉を」
の実現に貢献



今後の展望
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アプリケーションの開発

検出する障害物の追加

視覚障がい者へのヒアリング


